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　父親の育児関与に対して母親が与える影響を検討した研究は少ない。本稿は母親の gatekeeping

の傾向に関する先行研究をレビューし，父親と母親がともに子育てを行う夫婦ペアレンティングに

関する理解を進めることを目的とした。母親の gatekeeping は，父親が家庭の仕事に関与すること

を抑制しようとする母親の傾向と考えられてきた（Allen & Hawkins，1999；Fagen & Barnett，

2003）。しかし，その概念や測度は多様かつ曖昧で検討の余地がある。また，もともと gatekeeping

研究は共働き家庭における父親の家事育児への関与という問題から生じていたため，有職の母親を

対象とした調査が多かった。最近の研究では，母親による父親関与への抑制要因だけではなく，促

進要因の存在が指摘されていることを考慮し，今後の研究に求められる課題をまとめた。

キーワード：子育て，父親の関与，母親の gatekeeping，coparenting

1．問題と目的
　子どもの出生により親になるという体験は，成人期の大きなライフイベントのひとつと言われる。

ただしそれは，“ イベント ” という言葉からイメージされるような一回性の出来事ではなく，日々

の子どもとの相互作用の中で継続して培われていくプロセスとしてとらえるのがより実際にかなっ

ているだろう。子どもが生まれれば，誰もが最初から「親」として十分に機能するということではな

く，親は，目の前の子どもとの親密な相互作用や，家族，周囲の人たちとの相互作用の日常的蓄積か

ら，次第に親になっていく過程があるからである。しかも，親子であるという関係は，子どもが大

きくなってもかわることはない。子どもが自立し新たな家庭を築けば，今度は祖父母として，子ど

も世代や孫世代への継承的な養育性を発揮することになる。このように，“ 親になること ” や “ 親

であること ” は，生涯にわたる人間発達のプロセスの中でとらえることに意味のあるテーマといえ

る。

　こうした親としての行動の背景には，多くの要因が複合的にかかわっており，影響を及ぼし合っ
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ていることが知られている。Belsky（1984）のプロセスモデルにおいては，大きくは3領域の要因に

分けられ，親要因（成育歴から影響を受けた親のパーソナリティ，子育てに対する態度など），親子

をとりまく社会文脈的要因（夫婦関係，職業経験，親の社会的ネットワーク要因），子どもの特徴要

因（気質，年齢，性別）が親としての行動を規定しているとされた。なかでも夫婦関係は，親行動に

大きな影響を与えるとして重要視されている。ここから，一方の親はもう片方の親に対する主要な

サポートとなり得るということが想定され，夫の子育てへの関与が母親の育児不安や育児ストレス，

ひいては子どもの発達に良い影響を与えるという実証研究が蓄積された。Belsky のモデルは母親

に限られたものではないが，日本においては，特に共働き家庭の増加等，社会的背景や，子育ての密

室化が進む中で，母親が父親の育児協力を求める動きとも連動して，母親の育児に対する父親サポー

トの有用性を支持する結果が相次いだ。

　一方，Lamb（1975）が，子育ての環境には母親以外にも子どもの発達に大きな影響を与える父親

（“the forgotten contributors to child development”）が存在していることを指摘して以来，父親研究

も盛んになった。それは，現代家族の形態の変化，母親の就業率の上昇と家庭内分業への影響およ

び児童福祉に関する議論も進行した時期でもあり，“ 夫のサポートが妻の子育てを楽にするかどう

か，子どもの発達に良い影響があるかどうか ” という問いに加えて，“ 育児により多く関与するこ

とによって，父親としていかに発達するか ” に関して議論されるようになった。父親の育児関与に

ついては，就業時間，ジェンダー観，経済収入，子ども数，夫婦関係，ワーク・ファミリー・バランス

などの背景が特定されてきている（Coltrane & Ishii-Kuntz，1992；Gaunt，2005；石井，2009他）。中

川（2009）は，そうした先行研究をまとめて，父親の育児・家事参加の背景を，夫婦間の収入，学歴，

年齢などの資源が少ない方が育児や家事を多く分担することになるという相対的資源論，育児や家

事を遂行する時間的余裕のある方がより多く行うという時間的余裕論，子ども数が多く末子の年齢

が小さい場合には，母親だけでは手が足りないために父親も担うことになるという家庭内需要論を

挙げ，さらに妻の家庭責任意識，夫婦間の話し合いや働きかけをとおしたプロセスを考慮する重要

性を提案した（中川，2009．2010）。

　過去30年間を振り返ると，欧米では父親が家庭の仕事に携わる時間が増加したことが多々伝えら

れている（レビューとして Bianchi, & Milkie，2010）。わが国においても，男女共同参画が提唱され

て共働き家庭が増加し，育児への父親の関与が子どもの発達に良い影響を与え母親の育児ストレス

を低減させることが報告されてきた。しかし育児は依然として妻の役割であり，主要な養育担当者

は妻である。わが国において，子どもの出生から始まる家族の拡大期における父親と母親の育児分

担の様子をみてみると，育児の80％以上を母親が担う家庭は，どの年齢層でも70％前後を占めてい

る。こうした母親集中型のうち，100％育児を母親に任せきりの家庭は若い世代ほど少ないが，20

歳代の夫婦においても母親集中型が大半である（国立社会保障・人口問題研究所，2010）。第一子の

出生を機に夫婦はそろって子育てのスタートラインについても，妻が認知する夫からのサポートは

子ども年齢とともに有意に低下している（加藤，1999）。

　父親は，実際に子育てに関与していないのだろうか，それとも，本当は関与していても母親にとっ
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ての「役立ち感」の水準に合わないということなのだろうか。Belsky et al.（1995）が指摘するように，

家族関係，夫婦関係，親行動，そして子どもの発達を繋ぐものとして，夫婦による coparenting（以下，

夫婦ペアレンティング）脚注の過程が非常に重要なことは既に明らかである。Bronfenbrenner ら

（Bronfenbrenner & Crouter,1983）もまた，家族機能を適切に理解するためには，家族システムにお

ける他の成員関係の影響を吟味することが必要であると早くから言及している。家族における個人

や二者関係に生じる体験は，他の家族成員や成員同士の関係に影響を受け，影響を与えるからであ

る（Cox & Paley，1997）。しかし日本においては，夫と妻を別々に取り上げて各々の親としての行

動を記述したり各々の違いを比較する研究が多く，「母子＋父子＋父母（夫婦）」という，サブシステ

ムの統合としての家族システム全体を包含した親発達研究や，父母はどのように “ 夫婦として共に ”

子育てにあたっているのかという夫婦ペアレンティングの調整の実態，そしてそのプロセスの解明

のとりくみは少ない。

　一方海外では，共働き夫婦における父親の育児関与促進に関する研究において，母親が父親の育

児関与を妨げる直接間接の原因となり得ることが指摘されている。母親が家庭のマネージャーと

なって，父親の育児関与に采配をふるい，家庭役割に対する自分の責任を維持しようとするために

（Thompson & Walker，1989），あるいは離婚後に元母親が父親のことを悪く言うために（Dudley，

1991），父親は子どもへの関与を妨げられると言われている。母親のこうした行動は，子どもに関わ

ろうとする父親の前で，母親が家庭領域の門番のようにその鍵を担っているという意味合いから，

“gatekeeping” と呼ばれる。gatekeeping 行動は，母親が母親アイデンティティの強さから，父親の

関与に対して厳しい評価をしてしまうことに関わっており，gatekeeper の母親はそうでない母親

よりも有意に家事育児の時間が長い（Allen & Hawkins,1999）。

　専業主婦の8割以上が「子どもが3歳くらいまでは，母親は仕事を持たずに育児に専念した方がよ

い」と考えている日本の状況を考えると（国立社会保障・人口問題研究所，2010），このような

gatekeeping の現象は，日本における子育て期の夫婦にもあてはまるのではないだろうか。しかし

ながら，日本において “gatekeeping” あるいは “maternal gatekeeping” をキーワードとした研究は，

現時点ではほとんど見あたらない。ただし類似の現象をとらえたものとして，乳幼児を育てること

による他者との関係性変容に関する加藤（2007）の研究をあげることができる。母親が子どもとの

強い一体感をもち「子どもの世話は自分がやらなければならない」という責任を取り込むと，他者か

らの援助を自ら遠ざけることになる。無論，他者からの援助が無くても順調に子育てが進むようで

あれば，母親の子育てに対する有能感や自信は高まるだろう。しかし，子育ての負荷が高まり自分

ひとりでは対処できない局面では，母親は，他者の手を借りざるを得なくなる。しかしむしろ，他

者の力を借りることによって，母親は他者の存在に気づきその力を信頼できるようになる。

gatekeeping が主に母親の特性として扱われているのに対して，加藤は gate を開けることができる

ようになることを母親の発達変化として示した。それは，育児に対処できる能力やスキルの増加と

いう側面ではなく，母親における他者との関係性の変化の側面である。そしてその契機になるのは，

子どもの発達に伴う子育ての困難さの自覚であった。加藤（2007）においては，父親は，祖父母や友
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人とともに母親にとっての “ 他者 ” としてまとめられているが，これを父親との関係に焦点化して

示したものが図1である。父親に子どもをまかせられない状態は，gate が閉ざされた状態（gate-

closing： gatekeeping）であり，父親に任せられる状態は gate が開けられた状態（gate-opening：

coparenting）と考えられる。

　日本の親研究は，父親の子育て関与が母親の精神的健康や子どもの発達に対して良い影響がある

ことを繰り返し報告してきたが，母親自身が父親の関与を封じてしまう可能性についてはあまり考

えてこなかった。これは，父親研究が本格的に取り組まれるようになったのが1990年代であり，男

女共同参画が推進されるようになった時期であることから，“ 父親を育児に参加させる ” ことで母

親の就業機会を高めようという視点が強く，父親自身がもつ関与への動機を実際より低く見積もっ

ていたせいかもしれない。あるいは，母親の育児負担を減らすために “ 父親にサポートしてもらう ”

という視点に集中していたせいかもしれないし，“ 母親はみな父親の育児関与を望んでいるにもか

かわらず，父親側の理由で十分な関与がなされない ” という暗黙の前提があったからかもしれない。

いずれにしても，子育てに関する夫婦の相互影響関係の検討は，父親から母親へのサポートという

文脈に限局され過ぎていたのではないだろうか。本稿では，これまで日本ではほとんど考えられて

こなかった，父親の関与行動を抑制し，夫婦がともに親になっていくことを阻害すると思われる母

親の gatekeeping について，主として海外の研究を概観する中で，その概念，関連要因，研究手法を

整理する。さらに，日本における gatekeeping 研究の課題をまとめ，今後の夫婦ペアレンティング

発達研究の一助としたい。

2．概念の整理
　gatekeeping 研究は，父親関与を抑制させる母親要因の “ 存在 ” の指摘からはじまる。そうした

母親の gatekeeping を3次元でとらえ尺度化したのが Allen & Hawkins （1999）の研究であった。そ

こでは，母親から父親への抑制というネガティブな側面が強調されやすかったが，実際には，母親
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による父親へのポジティブな行動も見られるという報告も少なくない。また，gatekeeping という

用語は，信念，態度，行動等，様々な次元が含みこまれて使われていたことに対して，最近では行動

面に着目する研究が増加している。ここでは，大まかな gateeeping の研究の流れに沿ってまとめ

ていくことにする。

⑴父親による育児関与を阻害し抑制する母親の gatekeeping

　gatekeeping は，母親が家庭の仕事のマネージャーとなって父親の育児関与に采配をふるい，家

庭役割に対する責任を維持する母親の傾向を指し，この傾向が強いと父親の関与を低減させるとい

う指摘がなされてきた（Thompson & Walker ,1989；Beitel & Parke，1998；Bonney et al.，1999な

ど）。例えば Marsiglio（1991）は，父親の育児関与は父親の特性よりもむしろ母親の特性に関連し，

母親が父親の関与をコントロールしていることを指摘し，父親の積極的関与に対して母親はアンビ

バレントであることが少なくないと述べている。その背景として，母親は家庭内における自分の権

力を失う恐れ，あるいは母親としてのアイデンティティを失う恐れから，父親を家庭内の仕事に関

与させないという指摘や（De Luccie，1995；Gaunt，2007），母親には他に権力源がないことからお

こるという指摘（Coltrane，1996），母親が家庭内の仕事に高い基準を設定しており，父親の働きを

評価しようとするという指摘（Thompson & Walker，1989）がある。これらは，女性の家庭外の仕

事が低収入で昇進や社会的地位からも遠いという女性の社会的地位の低さと対応し，家庭は女性の

力や権威，地位を感じることのできる唯一の領域であるという理解を土台にしている。実際，伝統

的な性役割観が強い母親は父親を遠ざけたり，父親の育児関与が低いことも明らかにされてきた

（Hoffman & Moon，1999：McBride，Brown，Bost，Shin，Vaughn, & Korth，2005）。また，離婚

後の母親は離婚前よりも育児への責任やコントロール感が高まることから，母親のコントロール感

が元父親と子どもの接触頻度に与える影響や（Dudley，1991；Ihinger-Tallman，Pasley，Beuhler,

　1993），子どもの発達に与える影響（Machida & Holloway，1991）が検討され，母親の gatekeeping

として説明されている。父親と離れて子育てを行う母親の情緒的プロセスに焦点をあてた Sano，

Richards, & Zvonkovic（2008）は，母親は父子関係の質を重要視しており，子どもが脅かされるよ

うであれば gatekeeping はむしろ正当化されることを添えている。

⑵ Allen & Hawkins （1999）による定義：母親における gatekeeping の3側面

　父親の育児関与を母親が阻害することがあることは示されても，gatekeeping の概念化はなかな

か明確にされていなかった。これに取り組んだのは Allen & Hawkins（1999）である。Allen & 

Hawkins（1999）は，gatekeeping を，父母が2人で協力して家庭の仕事をすることを抑制する信念

と行動（collection of beliefs and behaviors that may inhibit collaborative effort in family work）と

定義した。この構成概念から開発された尺度は他の研究者によって採用され（Gaunt，2007；Lee，

2010；Barry，Smith， Deutsh, & Perry-Jenkins，2011など），後に続く研究に影響を与えた。Allen 

& Hawkins（1999）の尺度は以下の3側面から成る。
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　①性役割の基準と責任（standards and responsibilities）は，母親が父親に仕事を課し，一定の基準

を設定して父親の関与をマネージメントすることにより，母親が自分の親役割の責任を相手に譲り

渡すことに抵抗する側面を示している。母親の示す基準は，明らかなときもあるが暗黙の場合もあ

る。もし母親が父親を批判したり，父親の行為をやりなおしすることで，父親の努力を低くみるよ

うな言動を行えば，父親の関与について信用していない，歓迎していないという気持ちが伝わる。

②母親としてのアイデンティティと確認（maternal identity and confirmation）は，母親が育児や家

事の中心的存在であるという役割期待が自分にとって正当であるという認識と，それを外的に認め

てもらいたいという側面を示す。母親アイデンティティが母親にとっての満足や有能感の源となっ

ている場合は，父親がその領域に関与すると，母親アイデンティティが脅かされ，罪の意識や後悔，

アンビバレントな気持ちを抱くことになる。これに対して，よい母親，よい主婦であることを他者

から認めてもらうことは，自分を肯定することにつながるのである。③家庭内役割の分業

（differentiated family roles）は，家事育児は女性の役割であると考える度合いを示している。母親

が家事や育児を自分の仕事だと思うほど，父親の関与をためらったり，父親を監督する行動が増え

るだろう。こうして，これらの3側面が強ければ，母親は家庭の仕事に gate を取り付け，維持し，

強化するスキーマを構築することになり，父親の関与は抑制される。

　Allen & Hawkins（1999）は，回答者の母親をクラスター分析により gatekeeper 群，中間群，協力

群に分類した。gatekeeper 群の母親は全体の21％であり，母親の家事従事時間および父親と母親

の従事時間の差は協力群と比べて有意に多いことがわかった。Allen & Hawkins の定義はよく整理

されており，gatekeeper の存在を実証した点で大変意義深い。構成された尺度は追試の蓄積もある。

しかし，信念と行動を同レベルで扱っていること，家事と育児を一括してとらえていること，母親

による父親関与への促進面がとりあげられていないこと，対象者が働く母親のみであり専業主婦が

含まれていないなどの課題も残る。また母親による父親行動の評定であるということを考えると，

そもそも gatekeeping 傾向の強い母親は，父親の関与行動を低く見積もる可能性もある（Gaunt，

2007）。また，下位尺度のうち differentiated family roles は2項目で測定されていること，クラスター

分析による分類はサンプリングに依存するため，報告された gatekeeper 群の割合の一般性につい

ては慎重に解釈する必要があることも考慮しなければならない。

⑶父親関与に対する調整としての母親 gatekeeping（促進面への着目）

　ところで，そもそも gatekeeping は，母親が自ら家庭内役割を取り込み，父親の関与を阻害する

ものであるため，ネガティブな含みやイメージを誘いがちである。しかし現実には，母親が父親の

関与を励まし促すという肯定的な面があるという指摘は少なくない（Marsiglio，1991；Walker & 

McGraw，2000，Cannon，Schoppe-Sullivan，Mangelsdorf, & Sokolowski，2008；Maurer，Pleck, 

& Rane，2001）。例えば De Luccie （1995）は，母親が父親役割を重要であると見なす態度が

gatekeeping 機能を果たし，さらに父親の子どもへの関与と母親のソーシャルサポート満足感や就

業満足感の間をつなぐ媒介変数としても作用していることを示した。Herzog，Umana-Taylor，
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Madden-Derdich, & Leonard （2007）は，父親の関与に対する母親の期待と満足を gatekeeping の指

標としている（項目例「私は父親の育児スキルに満足している」）。gatekeeping の概念がやや拡大し

すぎた感がないではないが，これも母親の背景要因と父親関与を促進的に媒介していることが示さ

れている。Pruett，Williams，Insabella, & Little （2003）の尺度は，夫婦の別離や離婚に際して，⑴

子どもの養育に関して配偶者の存在は重要であり，それを援助するのは自分の役目であると考える

程度，⑵自分が親役割を十分に果たすために配偶者から受けた援助や，子どもに対する配偶者の見

方への肯定的な感情の程度，⑶過去，現在の自分の養育行動に対して，配偶者から受けた援助が自

分の養育能力や自信に与えた影響の程度が問われている。3つの下位尺度はいずれも，gate を開け

るか閉じるかの動機と意思決定の程度を評定するものである。確かに，母親が父親に対して，より

適切な基準を示し，よりサポーティブであれば，父親はもっとうまく育児を行うにはどうしたらよ

いのかを学ぶ機会となる。母親が gate を閉じるのではなく gate を開けることで，父親が家庭に関

与するための仲介役となれば（Parke，Dennis，Flyr，Morris，Leidy, & Schofield，2005.），父親にとっ

ては，家庭に対する “ 支援者 ” ではなく “ 行為者 ” となる道筋が開かれるだろう。

　このように，母親から父親に向けられた促進面への注目について，ここでは特に2つの研究の流

れを挙げておきたい。ひとつは，父親と母親がともに子育てを行なっているという肯定的な意識を，

parenting alliance（以下，協働感：佐藤，2008）という枠組みから評定するものである。Weissman 

& Cohen（1985）によれば，協働感は，①父親も母親も各々が子どもに育児に自己投入していること，

②各々が子どもの成長発達において相手の重要性に価値を置くこと，③各々が相手を尊重し，相手

の判断に価値を置くこと，④相互のコミュニケーションは，子どものニーズをめぐって協調的に維

持することの4要因から整理されている。したがって育児の協働態勢は，夫婦としての関係とは区

別され，“ 子育てに向けられた ” 父親と母親としての2人の関与と努力の度合いであり，同時に子ど

もの発達ニーズにふさわしいものでなければならない。これを踏まえて Abidin & Brunner （1995）

は，Weissman & Cohen （1985）の4領域を含む20項目の尺度を作成している。協働感は，夫婦の育

児関与とコミュニケーションの要素であることから，離婚による親子の離別に関する子どもの傷を

軽減し（Weissman & Cohen，1985），特別なニーズをもつ子どもの父母の親行動にも重要（McBride 

& Rane，1998）であると考えられている。育児に関する協働感と夫婦関係における協働感は区別さ

れることが多く，父親の育児関与は，一般的な夫婦満足よりも親行動についての夫婦関係によって

予測されると考えられている（Cohen & Weissman，1985；Abidin，1992；McBride & Rane，1998；

Van Egeren，2004）。例えば，離婚後に母親の gatekeeping が強いことは元父親と子どもの接触を

減らすことになるが，ここでも母親のサポートがあれば父親の関与は増加することが示されており

（Ichinger-Tallmanet al，1995；Madden-Derdich & Leonard，2000），パートナーとしての関係には

困難性があっても，各々が親として子どものニーズにあわせた関係を維持する可能性は残されてい

ると考えることができる（McBride & Rane，1998）。ただし離婚にまつわる夫婦協働については，

日米の文化背景を考慮する必要があるだろう。

　母親から父親関与への肯定的な面を考慮したもうひとつの研究の流れは，母親が父親を否定し批
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判する面と，励まし支える面の2側面を評定しようとするものである（De Luccie，1995）。

gatekeeping の抑制面は，母親が自分を子育ての第一責任者と思っていることや，父親の子育て行

動を批判することであり，父親が子どもとふれあう機会を減少させ，2人で子育てをするのを制限

することにつながるとされている。一方，促進面は，父親が子どもとやりとりするのを励まし，子

育ての経験を獲得する機会を作り出そうとするファシリテータの役割（Roy & Dyson，2005）である。

母親による抑制と促進それぞれが父親関与に与える影響は検討されているが，2つの側面を組み合

わせによって，その影響をとらえようとする試みは未だ行われていない。

⑷行動レベルでとらえる gatekeeping

　抑制だけでなく促進面をもとらえようとすることによって，夫婦ペアレンティングの実態により

近づく一方で，gatekeeping の概念において，信念や態度および行動が区別されていないという課

題は残ったままであった。この点に関して Fagen & Barret（2003）は，父親を重視する態度であっ

ても父親を遠ざける行動は起こり得るとして，態度と行動を分離し，父親の行動に任せずに母親が

自分自身で行う程度を尋ねる意思決定行動項目による gatekeeping 尺度を構成した。全項目が逆転

項目であるという点で使用しにくさがあるが，育児に関する家庭内の実効的な意思決定行動がどの

ように配されているかという点に着目した点で興味深い。ただし抑制面のみが着目されていること，

父親の関与を母親が評定しているという限界がある。中川（2009）は，育児と家事に関する母親から

父親への促進的な働きかけについて，頼む，あてにするという3項目で評定し，妻の行動が夫の関与

（妻と夫の回答の平均値）を高めていることを示した。また，Schoppe-Sullivan et al. （2008）は，Van 

Egeren 案出による母親が行う父親関与への調整行動評定尺度（Van Egeren，2000）を一部採用して，

母親の調整行動が，父親の信念と行動および夫婦ペアレンティングの質と父親行動の関係を媒介す

る役割を果たしていることを明らかにした。

　Cannon et al. （2008）が行った研究は，母親と父親をペアでとらえたこと，gatekeeping を客観的

な行動観察でとらえたこと，縦断的手法を取り入れたという点で画期的である。gatekeeping によ

る抑制行動は，言語・非言語による父親から子どもへの関与行動の制限（例：父親が子どもの世話を

したり，ひとりで子どもに関わることに対する母親の批判など）によって観察された。促進面は，子

どもに対する父親のやりとりへのサポートの観察である（例：父子の遊びややりとりの間，母が父

親にサポーティブな言葉がけをするなど）。その結果，母親による促進的調整行動は父親の関与行

動を増加させることが明らかとなった。ただし Cannon et al. （2008）自身が指摘するように，父親

の行動が低いほど母親の促進が多いという異なるパターンが同時に見られていることには注意して

おきたい。母親が積極的に働きかけると父親の関与が増加するという関係と，父親の関与が少ない

ので母親が積極的に働きかけるようになるという関係が，促進行動の中に混在する可能性があるか

らである。実験観察法には一場面評定という限界があるとしても（Cannon et al.，2008），

gatekeeping を観察可能な行動レベルの概念としてとらえたことによって，今後の多様な研究アプ

ローチが期待される。
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3．関連要因の整理
　ここまで，先行研究から gatekeeping 概念を整理し，その幅広さと曖昧さを述べてきた。当然の

ことながら，概念が明確でなければ関連要因の整理は難しい。特に課題として指摘しなければなら

ないのは，蓄積されてきた先行研究が，「父親の育児関与を阻害するのが gatekeeping である」とい

う点では一致していたものの，使用した gatekeeping 尺度と父親関与度が負の有意な相関を示すこ

とによってはじめて gatekeeping の存在が示唆されるという議論の方向であったことである

（Palkovitz, 1984；De Luccie, 1995；Beitel & Parke, 1998；McBride & Rane, 1998；Hoffman & 

Moon, 1999；McBride et al, 2005）。例えば De Luccie（1995）は，母親が父親役割を重要視する態度

が gatekeeping 機能をはたしていると仮定して調査を行い，父親の関与との間に有意な相関が認め

られたことをもって gatekeeping と見なし，その後の分析を進めている。また評定尺度には，信念，

態度，行動等の項目が含まれることが多かったため，父親の育児関与の要因と gatekeeping との関

係が区別されにくかった。すなわち，父親の育児関与の要因は数多くあるわけであり，そうした多

要因と gatekeeping がどのような関係にあるのかという点は吟味されていなかった。例えば，De 

Luccie （1995）のように，母親が父親役割を重要視する態度を gatekeeping と扱った研究もあるが，

Cannon et al. （2008）のように，父親役割を重要視する態度を gatekeeping に影響を与える要因とし

た 研 究 も あ る。 こ の 点 に 関 し て，最 近 の 研 究（Fagen & Barret，2003；Cannon et al.，2008；

Schoppe-Sullivan et al.，2008）は，先述のように gatekeeping を行動レベルでとらえ，gatekeeping

という母親要因が，設定された要因と父親関与の間の媒介変数としてどのように有効であるか，あ

るいは，信念が母親のパーソナリティと母親の gatekeeping 行動の間の媒介変数としてどのように

有効であるかなどのモデル解明に着手しており，従来の変数関係の混乱が整理されていく途上にあ

る。このほかにも，これまでの海外 gatekeeping 研究は，乳幼児をもつ有職の母親を対象者として

行われることが多く，日本に適用して考察を進めるためには，文化的背景の考慮とともに，専業主

婦を含めたデータの解析が必要である。そうした限界を念頭におきながら，以下，先行研究を概観

する。

　Gaunt（2007）は，6 ヶ月～ 3歳の子どもをもつ母親を対象に，Allen & Hawkins （1999）の尺度を

用いた調査を行なった。その結果 gatekeeping は，子年齢および父母の就業時間と有意な関連がみ

られないこと，セルフ・エスティームが低い母親は高い母親よりも gatekeeping 傾向が高く父親と

子育てを共有したがらないことがわかった。また，母親アイデンティティ，母親の家事時間，父母

の家事時間の差とは正の関連を示し，母親の仕事時間，収入，教育歴とは負の関連を示している。

Kilik & Tsoref （2010）は，母親による女性役割の肯定，父親の関与に対する母親の満足，母親の学歴，

家庭の収入が，母親の gatekeeping を説明することを示した。

　母親が認知する父親コンピテンスと gatekeeping の負の関連は多く報告されている（Hawkins，

Marshall & Meiners，1995；Fagen &Barret，2003；Trinder，2008など）。父親が子どもに関わる時

間が増加すると父親のコンピテンスが上昇することは知られているが（Lamb，1987），注目したい

のは，母親の認知する父親の育児コンピテンスの低さにより，父親の関与が減少することである
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（Beitel & Parke，1998；Rane & McBride，2000）。これはすなわち，母親が媒介要因として作用し

ていることを意味する。無論，母親が父親のコンピテンスを感じられないという状況は，父親自身

の感じるコンピテンス自体が低く，その結果として父親関与が低い状態にあるということは十分に

考えられる。しかし，母親が父親のコンピテンスを感じられないことによって，母親の gatekeeping

が上昇し，その結果，父親の関与が阻害されるという道筋，すなわち「父子→夫婦→父子」という影

響関係も想定できよう。また，研究はいずれも父親の関与の程度が従属変数として扱われているが，

父親の関与の低下がさらなる父親のコンピテンスの低下につながり，父親の関与が低下することに

よって，母親の gatekeeping が高まるという影響関係も想定できるかもしれない。こうした夫婦相

互作用による循環的な影響関係を示唆するものとして，Tremblay & Pierce （2011）による第一子

出生から生後18 ヶ月までの子育て中の夫婦を対象とした縦断調査がある。これによれば，生後2 ヶ

月時に父親自身が感じる自己効力感が高いほど，5 ヶ月時の父親関与に対する母親の認知は高い。

さらに，2 ヶ月時に母親が父親関与を高く認知しているほど，5 ヶ月時の父親自身の自己効力感およ

び結婚満足感は高い。これらのことから，父親と母親における認識の相互影響関係が父親の関与行

動に与える影響が明らかにされている。

　パーソナリティが本人の養育行動に大きな影響を与えることは早くから指摘されており，神経質

傾向とネガティブな養育行動への関連など実証的研究も数多い（Belsky，1984；Belsky & Barends，

2002 Belsky et al.，2002）。一方，パーソナリティとgatekeepingの関係については，母親アイデンティ

ティの強さや外向性と関連の深い “ 対人交流性（communion）” が高い母親の場合，父親は母親より

も関与行動が低く，他の父親に比べてコンピテンスが低い。加えて，怒り，不安，恐れなどと関連の

深いネガティブな情緒は，母親から父親に対する抑制行動を高めるが，父親を重要と考える信念に

よってその影響が緩和されることが確認されている（Cannon et al.，2008）。Lee （2010）は，3種類

のgatekeeping尺度とNEO-FFIの5次元の関連を確認している。そこでは，Allen & Hawkins （1999）

の gatekeeping 尺度の3次元（性役割の基準と責任，母親としてのアイデンティティと確認，家庭内

役割の分業），育児に関する意思決定行動によって gatekeeping を評定しようとした Fagen & 

Barnett（2003）による Maternal Gatekeeping Scale，そして，Schoppe-Sullivan et al. （2008）が採用

した抑制行動（批判）と促進行動（励まし）の Parental Regulation Inventory（オリジナルは Van 

Egeren, 2000）が と り あ げ ら れ，NEO-FFI の5次 元： 神 経 症 傾 向（Neuroticism），外 向 性

（Extraversion），開放性（Openness），調和性（Agreeableness），誠実性（Conscientiousness）との相

関が検討された。その結果，「調和性」と「性役割の基準と責任」，「家庭内役割の分業」，および「抑

制行動（批判）」には負の弱い相関関係が認められた。また，「誠実性」と「（家庭内の）意思決定行動」，

「外向性」と「促進行動（励まし）」，「神経症傾向」と「母親としてのアイデンティティと確認」および

「抑制行動（批判）」に正の弱い相関が見られた。この研究は，母親の gatekeeping とパーソナリティ

との関連を確認する意味でも，従来の gatekeeping 尺度が測定するものの性質を吟味する意味でも，

貴重な研究と言える。

　Van Egeren （2003）は，出産後の夫婦ペアレンティングの順調な形成に対して，子ども出生前の
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パーソナリティが予測因となることを示唆している。母親にとっては，年齢，父親の学歴，子育て

の関心，リアクタンス要因が関連し，父親にとっては，職業，母親のアイデンティティ発達の程度，

原家族における夫婦ペアレンティングの程度，子育て動機が関連を示した。ただし動機の高い父親

に対して，動機の高い母親が父親の子どもへの接近をコントロールしようとすると，母親は葛藤を

抱きやすい。母親の特性としてのリアクタンスに関しては，怒り，衝動，関係回避などの母親特性

が初期段階の夫婦ペアレンティングを不安定にしていた。また，父親の特性は，母親変数と関連す

ることで夫婦ペアレンティングに影響を与えていることも明らかとなった。

　なお，Van Egeren の指摘した原家族の要因に関しては，Cannon et al. （2008）においてもとりあ

げられている。これは，子ども時代の親との関係を思い出して評定するもので，得点が高すぎると

親を理想化している可能性が想定される。結果は，母親が自分の親を理想化している場合は，子ど

もとの遊び場面における父親の関与がより少なかった。ただし，2つの研究からは，父親側の原家

族における夫婦ペアレンティングの高さは父親関与を高め（Van Egeren，2003），母親側の原家族

における夫婦ペアレンティングの高さは父親関与を低下させることが示唆されており（Shoppe-

Sullivan et al.，2008），各々の原家族要因が夫婦ペアレンティングの中にどう組み込まれ調整されて

いくのかについては，より詳しい検討が待たれるところである。

4．研究の課題の整理と今後の展望
　最後に，概念の整理や関連要因の整理を進める中で触れてきた gatekeeping 研究の課題を含めて

あらためて課題を整理し，今後の研究の可能性について述べていきたい。

　gatekeeping というアイデアは，“ 父親の育児関与増加を阻んでいる要因は何か ” というシンプ

ルな問いから端を発していた。この問いを家族システムの文脈でとらえることにより，父親要因か

ら父親行動への影響を探索するばかりではなく，母親要因の影響や，母親要因と父親要因の組み合

わせによる媒介的作用を考慮に入れることが有効となった。ただし，そもそも研究の目的が共働き

家庭の妻の負担の軽減をはかることから始まっていたこともあり，これまでの研究対象者は，乳幼

児育児を行う有職の母親や共働き家庭が多い傾向にあった。このように，gatekeeping 研究の第一

の課題は，研究対象がやや有職者の母親に偏ったデータで議論されてきた点である。gatekeeping

が母親アイデンティティの強さと関連しており，特に乳幼児をもつ母親が育児に専念することが多

いことを考慮すれば，日本においては専業主婦を対象にした研究も重要となるだろう。ただし，例

えば，母親が無職かパートタイムの場合，父親が非伝統的育児観であるとより子育てに関与し，母

親がフルタイム就業の場合は，育児観にかかわらず父親は関与しているといった結果が示すように

（NICHD，2000），母親の就業要因を考慮する場合は，就業の有無による検討だけではなく，就業の

有無がどのような要因との関連で gatekeeping や父親関与に影響を与えるのかという精査が必要と

なる。

　第二は，ごく最近の調査を除いた先行研究の多くが母親のみを対象としていたことである。これ

については，そもそも gatekeeping 高群の母親は父親関与を低く見積もっているかもしれないとい
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う指摘もあがっており（Gaunt，2007），実態をとらえるには母親回答のみでは不十分であり，ペア

データによる分析が必要となるだろう。ペアデータの分析は，サンプリングの基準と回収率の低さ，

あるいは夫婦そろって回答することができる夫婦であることのデータバイアスの課題も存在する

が，夫婦間の相互作用研究を進めるために不可欠なアプローチであることは間違いない（黒澤，

2011）。

　第三は，本稿で既に述べてきた測度の問題である。測度の問題は，gatekeeping の構成概念と密

接に関わっており，gatekeeping 行動項目と背景要因の項目および他の父親参加抑制要因に関する

項目の整理が必要であろう。また，父親関与の抑制面だけではなく促進面にも目を向けていくとい

う近年の動向に加え，今後は抑制面と促進面の組み合わせを考慮し，母親の調整行動を多面的にと

らえることも必要である。これによって，父親に対して抑制も批判も行わない母親や，あるいは双

方を行う母親が存在する可能性についても吟味することができるだろう。なお測度については，欧

米との文化差や，社会的望ましさの扱いについても考慮する必要がある。

　第四として，子どもの特性や子どもとの相互作用をどのように研究デザインに取り込むかという

課題がある（Walker & McGraw，2000）。子育て中の夫婦を対象とするというだけでは，他の夫婦

間葛藤との違いが明らかではなく，夫婦ペアレンティング研究として十分とは言えない。最終的に

夫婦ペアレンティング研究が目指すのは，「母子＋父子＋父母（夫婦）」という，サブシステムの統合

としての家族システムを包含することである。

　第五には，Parke （2002）や Parke et al. （2005）が述べるように，gatekeeping という用語は，最

終的にはジェンダーから切り離されたニュートラルな言葉として使う必要がある。母親同様父親も，

他の活動領域との関係によっては家庭生活の gatekeeper となる可能性があるからである。日本の

現状としては母親が家庭の gatekeeper であることが主流であっても，長期的には，父親か母親かに

かかわらず一方の関与のレベルを他方が制限したり促進したりするものとして広く認識しておいた

方がよいだろう。

　第六にあげるのも，同じく用語上の問題である。gatekeeping は，gate を閉じること，すなわち

それ自体が父親関与への抑制的な意味合いを含んでいるため，「gatekeeping における促進」という

使い方には矛盾が生じる。したがって父親関与に対する母親の促進面をとらえようとすると，用語

の整理が必要となる。今後，抑制面と促進面の各側面，あるいは両者の組み合わせやバランスが父

親関与に与える作用の双方を検討するためには，母親による gatekeeping というよりも，母親によ

る父親関与の “ 調整 ” と称する方が適切かもしれない。そしてその先には，父親と母親になってい

くために夫婦という単位で行われる調整，すなわち「夫婦ペアレンティングの調整」を明らかにする

ことを見据えなければならない。

　第七には，母親の gatekeeping が父親に与える影響に関する縦断調査と質的調査の少なさがあげ

られる（Adamson，2010）。Gaunt （2007）は，母親にとって gatekeeping は必ずしも意図的であった

り知覚されたものとは限らず，父親への影響も潜在的なものを含む可能性があることを指摘してい

る。そうした可視化されない性質は，量的研究だけではとらえることのできない領域であり，質的



―　　―121

� 東北大学大学院教育学研究科研究年報　第61集・第1号（2012年）

調査もしくは事例研究が有効となるかもしれない。一方，縦断研究としては，先述の Van Egeren 

（2003，2004）や Cannon et al. （2008），Schoppe-Sullivan et al. （2008）にみられるように，親になっ

た最初の時期，すなわち子どもの乳幼児期の子育て期が焦点化されやすい。しかし，子どもの出生

から自立（巣立ち）まで，子育てを生涯的にみると，そこには困難期もあれば安定期も存在し，夫婦

ペアレンティングのあり方にも様々な変化が予想される。特に夫婦調整が必要となる時期は乳幼児

期ばかりではなく，第二次反抗期とも呼ばれる思春期や，進学，就職，結婚などの自立期にも各々の

課題が存在するだろう。各時期に，親はどのように “ 夫婦として共に ” 子育てにあたっているのか，

母親の gatekeeping 行動あるいは調整行動は，どのように夫婦ペアレンティングに作用しているの

かなど，生涯発達心理学の文脈でとらえることには重要な意味がある。その際，gatekeeping を母

親（あるいは養育者）の特性としてとらえるか，あるいはより状況依存的な要因として仮定するかに

ついての議論も未だ見られておらず，この点についても今後の研究の蓄積が待たれるところである。

　生涯にわたる親行動の理解という点に付随して，父親の関与のとらえ方について補足をしておき

たい。Lamb （1987）は，父親の育児関与について，①子どもの世話や遊びなど1対1での子どもとか

かわること，②子どもの求めに応じられること（子どもが遊んでいる横で新聞を読んでいるなど），

　③子どもの日々のケアや福祉に責任をもつこと，の3次元でとらえることの重要性を説いている。

したがって子どもの発達変化を背景として夫婦のペアレンティングを考えるということは，子ども

の保護，世話，責任，娯楽，教育，その他の様々な領域への関与のバランスやその方法自体が変容す

る中で，父親と母親が互いに補い合い，高め合って全体を共有していく工夫の姿をとらえるという

ことにほかならない。先に，「夫婦ペアレンティングの調整」と呼んだのは，まさにこの過程である。

　従来，日本の女性の就業率は，20代半ばと50代前後が2つのピークとなりその間が低迷する，い

わゆる「M 字カーブ」を描いてきた。そこには，出産・育児期には子育てに専念するために就業をひ

かえ，育児が終わってから再び働きだすという女性の働き方の傾向があらわれている。しかし，最

近20年間をふりかえると ,「M 字型カーブ」の谷間にあたる25歳～ 34歳の就業率が上昇してきてい

る（厚生労働省，2011）。ところがその一方で，「夫は外で働き，妻は主婦業に専念すべき」に賛成と

考える女性は，専業主婦の5割強，常勤の妻の3分の1であり，常勤の妻の賛成割合は増加傾向にある。

こうした数字の裏に，母親の複雑な思いが存在することは想像に難くなく，日本の夫婦ペアレンティ

ングのあり方は，欧米のそれをそのまま適用できるとは限らない。今後の研究は，母親による

gatekeeping の存在を指摘することに終始することなく，母親による父親行動の調整という視点か

ら夫婦ダイナミクスをとらえることを通じて，生涯にわたる「夫婦ペアレンティング調整」のメカニ

ズムを明らかにすることをめざすことが望まれる。

【脚注】
  本来，coparenting は法的な夫婦関係に限定されない概念であるが，日本においては，父母双方，あるいはいずれ

かが子育てをするという規範が強く，実態としても夫婦関係で coparenting を調整することが多いと考えられるた

め，ここでは「夫婦ペアレンティング」とした。ただし親役割の相互調整という問題そのものは，神谷（2008）が提案
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するように，法的な夫婦関係に限定されるものではなく，家族システム内の複数の養育者においてとらえるべきも

のであると考える。
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母親の gatekeeping に関する研究動向と課題

 Few studies have examined the way in which mother's characteristics may affect father 

involvement to child rearing. We reviewed previous literatures discussing mother's gatekeeping 

tendencies in order to progress a theoretical basis on coparenting. Maternal gatekeeping is 

commonly defined as mother's preferences and attempts to inhibit father's participation in family 

work （Allen & Hawkins, 1999 ; Fagen & Barnett, 2003）. However, conceptualization and 

research measures are ambiguous and controversial. In addition, the early researches sampled 

working mothers rather than homemakers, because gatekeeping study originated in father 

involvement issue in dual earner couples. Recent literatures indicate that mother can facilitate 

and promote father involvement. Issues required for the future study are discussed. 
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